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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第52期

第１四半期連結
累計期間

第53期
第１四半期連結
累計期間

第52期

会計期間

自　平成24年
　　３月１日
至　平成24年
　　５月31日

自　平成25年
　　３月１日
至　平成25年
　　５月31日

自　平成24年
　　３月１日
至　平成25年
　　２月28日

売上高 (千円) 2,253,0542,179,4028,825,953

経常利益 (千円) 137,564 157,544 891,668

四半期(当期)純利益 (千円) 53,804 162,672 576,300

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 42,645 235,313 621,240

純資産額 (千円) 5,569,0626,237,8176,146,724

総資産額 (千円) 11,626,41411,621,07812,015,491

１株当たり四半期(当期)純利
益金額

(円) 7.46 22.56 79.92

潜在株式調整後１株当たり  
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 47.64 53.42 50.91

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については希薄化効果を有している潜在株式が存在しな
いため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

　　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（平成25年３月１日～平成25年５月31日）におけるわが国経済は、新政権下における

金融緩和をはじめとした経済政策の期待感による円安や株価の急騰など、景気回復の兆しがみられたものの、欧州

金融不安の長期化や新興国の経済成長の鈍化に対する懸念等により、依然として先行き不透明な状況が続いており

ます。

当該期間における当社グループを取り巻く業界動向は、電力プラント関連部品の表面処理加工で一部回復が見ら

れたものの、放電加工では長期的な円高の影響から依然として脱却できず、受注環境は厳しい状況であります。

このような状況の中、当社グループは、得意先への取引深耕に努める一方、経費の見直しやさらなる生産効率の

向上、及び競争力の強化を目指して経営の効率化に全力で取り組み、あらゆる角度から利益創出に向けた対策を実

行いたしました。

その結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高は2,179百万円（前年同期比3.3％減）、営業利益

は162百万円（同19.1％減）、経常利益は157百万円（同14.5％増）、四半期純利益は、162百万円（同202.3％増）

となりました。

　
セグメントの概況は、次のとおりであります。

なお、各セグメントの営業損益は、各セグメントに配賦することが困難な本社管理部門に係る営業費用等を控除す

る前のものであります。

①放電加工

放電加工の主力製品であります産業用ガスタービン部品加工は依然として受注状況が低調に推移したことか

ら、前年同期に比べ売上高が減少いたしました。営業利益では売上高の減少により減益となりました。

その結果、売上高は656百万円（同7.1％減）、営業利益は119百万円（同8.7％減）となりました。

②金型

金型の主力製品でありますアルミ押出用金型は、ほぼ前年同期並みとなりましたが、もう一つの主力製品であり

ますセラミックスハニカム押出用金型は、ディーゼル関連製品の需要が減少したことから前年同期に比べ、売上高

が減少いたしました。営業利益では、セラミックスハニカム押出用金型の売上高の減少等により減益となりました。

その結果、売上高は901百万円（同4.6％減）、営業利益は213百万円（同23.0％減）となりました。

③表面処理

産業用ガスタービン部品、及び遠心圧縮機関連部品の表面処理が増加したこと、また電力貯蔵用電池部品の生産

が再開したことから売上高が増加いたしました。営業利益では、売上高の増加により前年同期と比べ損失が減少い

たしました。

その結果、売上高は382百万円（同21.9％増）、営業損失は９百万円（前年同期は76百万円の営業損失）となり

ました。

④機械装置等

部品加工において、試作関連の受注が減少したこと、及び機械装置の販売が減少したことから前年同期と比べ、

売上高が減少いたしました。営業利益では外注加工費等の減少により増益となりました。

その結果、売上高は238百万円（前年同期比17.1％減）、営業利益は38百万円（同19.8％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

当第１四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ36百万円減少し、4,712百万円となりまし

た。その主な要因は、現金及び預金の減少162百万円、受取手形及び売掛金の増加104百万円によるものです。固定

資産は前連結会計年度末に比べ357百万円減少し、6,908百万円となりました。その主な要因は、神戸工場売却によ

る建物及び構築物の減少143百万円、及び土地の減少204百万円であります。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べ392百万円減少し、3,596百万円となりまし

た。その主な要因は、未払法人税等の減少122百万円、短期借入金の減少344百万円、賞与引当金の増加125百万円に

よるものであります。固定負債は前連結会計年度末に比べ92百万円減少し、1,787百万円となりました。その主な要

因は、長期借入金の減少94百万円によるものであります。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ91百万円増加し、6,237百万円となりまし

た。その主な要因は、利益剰余金の増加18百万円、為替換算調整勘定の増加40百万円、その他有価証券評価差額金

の増加31百万円であります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更、及び新たに生じた課題はあり

ません。

　
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は31百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(5) 経営成績に重要な影響を与える主な要因とその対応について

当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、主要得意先３社で当社グループの売上高の

58.5％(平成26年２月期第１四半期連結累計期間)を占めており、これら主要得意先の受注・生産動向や外注政策が

大きく変動した場合、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえて売上の99.2％を占める受託加工は、今後も順調に推移

する見通しでありますが、自社製品でありますプレス機械・クロムフリー塗料の拡販等を推し進め、主要得意先３

社の比率を相対的に下げることでリスクの軽減を図り、景気動向に左右されないバランスの取れた事業内容の構築

を目指し、業容の拡大を図ってまいります。　
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 13,200,000

計 13,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年７月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,407,800 7,407,800
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は
100株であります。

計 7,407,800 7,407,800― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年３月１日～
平成25年５月31日

－ 7,407,800 － 889,190 － 757,934

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成25年２月28日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式  　196,700　

― ―

完全議決権株式(その他)
　 普通株式

7,210,200
72,102 ―

単元未満株式
　 普通株式

900
― ―

発行済株式総数 7,407,800 ― ―

総株主の議決権 ― 72,102 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社
放電精密加工研究所

神奈川県厚木市
飯山3110番地

196,700 ― 196,700 2.65

計 ― 196,700 ― 196,700 2.65

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１. 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

　

２. 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年３月１日から平成25

年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表について、監査法人保森会計事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,338,970 1,176,853

受取手形及び売掛金 2,774,424 2,879,266

商品及び製品 2,779 3,927

仕掛品 284,022 311,903

原材料及び貯蔵品 147,333 156,101

繰延税金資産 156,314 155,791

その他 50,995 34,075

貸倒引当金 △5,471 △5,098

流動資産合計 4,749,371 4,712,821

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,058,311 1,894,153

機械装置及び運搬具（純額） 1,224,467 1,169,528

土地 2,507,706 2,303,541

リース資産（純額） 174,039 176,821

建設仮勘定 30,300 21,831

その他（純額） 83,145 84,665

有形固定資産合計 6,077,970 5,650,542

無形固定資産

ソフトウエア 66,436 68,420

その他 8,836 8,836

無形固定資産合計 75,272 77,256

投資その他の資産

投資有価証券 484,589 564,528

繰延税金資産 490,313 480,865

その他 157,560 154,645

貸倒引当金 △19,586 △19,582

投資その他の資産合計 1,112,877 1,180,457

固定資産合計 7,266,120 6,908,256

資産合計 12,015,491 11,621,078
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 743,523 778,996

短期借入金 2,155,500 1,810,750

リース債務 40,375 42,510

未払法人税等 245,726 123,465

賞与引当金 214,317 339,581

工場移転費用引当金 11,711 －

その他 577,575 500,731

流動負債合計 3,988,729 3,596,034

固定負債

長期借入金 743,750 649,375

長期未払金 108,612 108,612

リース債務 133,663 134,311

退職給付引当金 864,510 865,268

資産除去債務 29,501 29,660

固定負債合計 1,880,038 1,787,226

負債合計 5,868,767 5,383,261

純資産の部

株主資本

資本金 889,190 889,190

資本剰余金 766,634 766,634

利益剰余金 4,611,777 4,630,229

自己株式 △131,970 △131,970

株主資本合計 6,135,630 6,154,082

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25,658 57,319

為替換算調整勘定 △44,502 △3,521

その他の包括利益累計額合計 △18,844 53,797

新株予約権 29,937 29,937

純資産合計 6,146,724 6,237,817

負債純資産合計 12,015,491 11,621,078
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

売上高 2,253,054 2,179,402

売上原価 1,644,581 1,582,988

売上総利益 608,473 596,413

販売費及び一般管理費

運搬費 14,249 14,702

給料 145,455 151,720

賞与引当金繰入額 33,436 32,526

退職給付費用 12,688 10,824

旅費及び交通費 21,833 20,878

減価償却費 13,356 12,380

研究開発費 14,589 31,403

その他 152,279 159,702

販売費及び一般管理費合計 407,888 434,138

営業利益 200,585 162,275

営業外収益

受取利息 106 78

受取配当金 488 530

受取割引料 1,048 835

受取賃貸料 3,661 3,604

その他 5,088 9,128

営業外収益合計 10,393 14,178

営業外費用

支払利息 11,938 8,504

賃貸費用 1,303 1,495

為替差損 158 0

債権売却損 2,233 1,656

持分法による投資損失 55,232 5,884

その他 2,548 1,367

営業外費用合計 73,414 18,909

経常利益 137,564 157,544

特別利益

固定資産売却益 779 112,197

工場移転費用引当金戻入益 － 696

特別利益合計 779 112,893

特別損失

固定資産除却損 1,158 1,803

特別損失合計 1,158 1,803

税金等調整前四半期純利益 137,185 268,634

法人税、住民税及び事業税 83,299 105,438

法人税等調整額 82 523
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

法人税等合計 83,381 105,962

少数株主損益調整前四半期純利益 53,804 162,672

四半期純利益 53,804 162,672
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 53,804 162,672

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △16,895 31,660

持分法適用会社に対する持分相当額 5,737 40,980

その他の包括利益合計 △11,158 72,641

四半期包括利益 42,645 235,313

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 42,645 235,313

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
至　平成25年５月31日)

税金費用の計算 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年

度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算して

おります。

　

【会計方針の変更等】
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年３月１日  至  平成25年５月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

  偶発債務

   下記の会社の金融機関からの借入金またはリース債務に対して次のとおり保証を行っております。

　

　 　
前連結会計年度
(平成25年２月28日)

　　当第１四半期連結会計期間
　　(平成25年５月31日)

　 　 千円 千円

KYODO 　 DIE-WORKS
(THAILAND)CO.,LTD.　　　　
　　　　　　　

（金融機関借入
に対する保証）

55,000 55,000

天津和興機電技術有限公
司　　

（リース債務に
対する保証）

34,914 36,693

　合計 　 89,914 91,693

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日)

　　　　当第１四半期連結累計期間
　　　　(自  平成25年３月１日
　　　　至  平成25年５月31日)

減価償却費 154,368千円
　

　 138,660千円
　

　

(株主資本等関係)

Ｉ．前第１四半期連結累計期間(自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月30日
定時株主総会

普通株式 50,478 7.0平成24年２月29日 平成24年５月31日 利益剰余金

　

Ⅱ．当第１四半期連結累計期間(自　平成25年３月１日　至　平成25年５月31日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月29日
定時株主総会

普通株式 144,220 20.0平成25年２月28日 平成25年５月30日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　  (単位：千円)

　
報告セグメント

放電加工 金型 表面処理 機械装置等 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 706,943944,736313,449287,9242,253,054

セグメント間の内部売上高又は振替高 16,593 42,371 416 1,040 60,421

計 723,536987,108313,865288,9652,313,476

セグメント利益又は損失（△） 131,189277,726△76,469 32,149 364,596

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 364,596

全社費用(注) 164,011

四半期連結損益計算書の営業利益 200,585

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年３月１日  至  平成25年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　  (単位：千円)

　
報告セグメント

放電加工 金型 表面処理 機械装置等 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 656,884901,729382,217238,5702,179,402

セグメント間の内部売上高又は振替高 10,960 31,546 6,347 305 49,159

計 667,845933,276388,565238,8752,228,562

セグメント利益又は損失（△） 119,812213,984△9,528 38,524 362,793
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 362,793

全社費用(注) 200,518

四半期連結損益計算書の営業利益 162,275

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
至　平成25年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 7.46円 22.56円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益(千円) 53,804 162,672

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 53,804 162,672

普通株式に係る期中平均株式数(株) 7,211,200 7,211,041

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成25年７月10日

株式会社放電精密加工研究所

取締役会　御中

監査法人保森会計事務所

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　三　　枝　　　　　哲　　印

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　若    林    正    和　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社放電精密加工研究所の平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会

計期間(平成25年３月１日から平成25年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年３月１日から

平成25年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社放電精密加工研究所及び連結子会社

の平成25年５月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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